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残念ながら、今年度の海外に渡航するプログラムは中止となって
しまいましたが、国際理解教育部では、様々なプログラムを用意して、
皆さんが世界と繋がる機会をつくっています。
今回の図書通信では、イスラームを知るためのおすすめ本を紹介
します。留学生や、日本企業に勤める人、観光客・・・。日本で暮らし
ていても、ムスリム*の方を見かけることが増えてきましたよね。現在
日本に暮らすムスリムの人は約20万人いると言われています。これ
から皆さんもムスリムの方との交流が増えていくことでしょう。
この図書通信とライブラリーの展示を通してイスラームに触れる
ことが、固定観念を変えるきっかけとなることを願っています。

*イスラームを信仰している人

ライブラリーでも、イスラームの展示を開催中！テスト明け
からは、国立民族学博物館からお借りした品々も展示

します。ムスリムのファッション誌や、実際の衣装を見て、イスラー
ムをもっと身近に感じましょう！

『ようこそアラブへ』
ハムダなおこ 国書刊行会 292.7/ﾊ

UAE（アラブ首長国連邦）男性と国際結婚した女
性が、日本人・妻・母それぞれの視点から生
活をつづったエッセイ。

『旅人思考でイスラムと世界を知る本』
中山茂大 言視舎 292.7/ﾅ

インドからアラブ地域を旅した経験をもとに、イ
スラム圏に暮らす人々の、日本とは異なる考え
方や習慣などを紹介する。

『アジアに生きるイスラーム』
笹川平和財団 イースト・プレス167／ｻ

東南アジアの人口の半分はムスリム。各国の文
化と融合し個性的な文化が育っている。13組
の研究者が、固定概念を覆すアジアのイスラー
ムの暮らしを綴る。

『サトコとナダ』
ユペチカ 星海社 726/ﾕ/1

アメリカに留学したら、ルームメイトはムスリﾑ
だった！ステレオタイプなイメージをリセットし
て、より良いお付き合いのヒントをくれる本で
す。解説付きの新書も合わせてどうぞ。

『となりのアブダラくん』
黒川裕子 講談社 913.6/ｸ

ぼくたちの学校に、イスラームの転校生がパキスタンか
らやってきた・・・！異文化理解だけでなく、差別や多様
性についても考えるきっかけになる小説です。

『モスクへおいでよ』
瀧井宏臣 小峰書店 167/ﾀ

東京・渋谷区にあるイスラームのモスク、東京
ジャーミイの日本人信徒・下山さんを訪ね、イス
ラームの世界についてインタビューした本です。

『お隣りのイスラーム』
森まゆみ 紀伊國屋書店 167/ﾓ

時代・場所・人によって、イスラームもいろいろ。
著者が、日本に住むイスラーム圏の人々を訪問し
て、生き方や、イスラームの考え方について聞き
書きした１冊。

嫁ぎ先、留学先、旅先やフィールドワーク先・・・。
様々な場面で日本人が体験したイスラームを紹介。

イスラームは遠い国の宗教じゃない。
グッと身近に感じられる日本のムスリムを紹介。

【世界のムスリム】

一般社団法人ハラル・ジャパン協会 https://jhba.jp/halal/islam/


